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A Study of Students'Insight into Sewing Practice and Skills 
at a Women's University 

















































































年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
履修者数 （人） 31 27 15 25 20 11 
アンケート回答者数 （人） 31 27 15 25 20 11 
記憶欄記入者数 （人） 29 24 15 19 16 11 
（＋）の記憶人数（人） 14 13 10 4 10 8 
（一）の記憶人数（人） 22 19 10 16 11 10 
ミシンの印象記入者数 （人） 18 8 6 6 8 7 
ミシン（＋） 印象人数 （人） 4 3 1 1 2 5 
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2013年までは，各学年 1 人である。評価 4 点は，各年度10~30%程度である。 2012年度は 4 点
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以上の評価が40%と6年間の中で最も割合が高い。評価の低い 1-2点は，各年度およそ
























年度ごとに特徴を見ると， 2012年度の学生は，およそ 3分の 2が被服実習に対する（＋）の
記憶を持っている。他の年度より，まつり縫い，小物製作の評価ともに，高い評価点の割合が










i 手縫いとミシン縫いの評編(2010年度） ！ 
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[―-― 手縫いとミシン縫いの評価(2013年度） ［ 
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年度 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
人数（人） 31 25 15 24 19 ， 
まつり縫い
評価点 2 84 2.56 3.2 2.75 2.58 3.11 
人数（人） 31 27 15 25 20 11 
小物製作










答えた。 2011年度の 4回生ば約90%がナップサックとエプロンを作ったと答えている。 2012
年度は，約67%が両方作り，全員がナップサックを作った。 2013年度以降両方を作ったのは
50%程度である。









大学4年生時 2010年度 2011年度 2012年度
大学入学時 2007年度 2008年度 2009年度
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